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鳩と蟻を使った集団思考の研究 

 
集団思考―⼈間や動物のグループが、あたかも⼀つの「脳」として情報を処理す
る現象―の研究は、100年以上の歴史をもつ古典的なテーマです。しかし、⾃然界に
おいてどのような状況で、またどのようなメカニズムによって集団思考が個体の思
考を上回る（あるいは下回る）のかは、いまだ⼗分に理解されていません。私の研
究室では、ムネボソアリ (Temnothorax rugatulus) と伝書バト (Columba livia) をモデル
系として、この問題に取り組んでいます。⼼理学で⽤いられる個体の認知能⼒測定
法を応⽤し、集団および個体レベルでの意思決定の特徴を⽐較しています。さらに、
実験データと数学的モデルの解析を通じて、集団思考が「いつ」、そして「どのよ
うに」創発するのかを明らかにすることを⽬指しています。本セミナーでは、これ
までの成果に加えて、現在進⾏中の「集団学習」に関する研究も紹介します。 

 

 

 

 

 

 

個が集まった集団が、⼀つの⽣命体として様々な⾏動・意志決定をします。佐々⽊先⽣は、
この「集合知」の研究を様々な⽣物を⽤いて研究されています。とても⾯⽩く、かつ不思議
な⽣命現象を精⼒的に研究されています。今回⼀時帰国の機会を捉えて、北海道⼤学に⾜を
運んでいただきました。専⾨・専⾨外に関わらず是⾮、セミナーを楽しんでいただけたと思
います。 （⽇本語での発表になります） 
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